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西欧の主要美術館・博物館におけるビルマ美術の展示
渡漫佳成
2012年 8・9月にオランダ、フランス、 ドイツの美術館、博物館を訪問し、東南アジアの
古典期美術の諸作品を実見する機会を得た①。 本報告では、各美術館 ・博物館に展示されて
いたピルマ関係の作品を紹介し、それらがどのようなプラン、配列で展示されているのか
を確認していきたい。また、ビルマ仏教美術の研究は、その様式、編年ともに、本格的な
研究はようやく緒についたところであり、世界各地に散在する美術作品のリスト化が求め
られている。本報告はその第一歩に資するものでもある②。
くフランス〉
国立ギメ東洋美術館MuseeNational des Arts Asiatiques -Guimet (パリ)③
httD://WWW.lwimet.fr/fr/ 
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ヨーロッパ有数のアジア美術のコレクションを誇る美術館。東南アジア美術では、かつ
て植民地であった仏領インドシナ、特にカンボジアのクメール美術のコレクションが有名
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(開館パンフより)
である。展示も一階正面のホーノレにはア
ンコール期のクメール美術を代表する
名品が立ち並び、その奥のホーノレを取り
囲む各部屋にもクメール美術の各様式
を代表する彫刻が配置されている(左図
参照)。さらにその外側の各部屋には、
右から、タイ、ピルマ、インドネシア、
ベ トナム(チャンノ号)の美術作品が並ぶ。
ピルマの作品の展示は、以下に見るよう
に、部屋というより小コーナーに6点の
みの展示で、他の東南アジア諸国の美術に比べても少なく、また、必ずしも時代順、様式
ごとの配列ではない。もちろん、これらが所蔵作品のすべてではないが、現在のところ、
所蔵作品のデータベースは公開されていないので、選択の基準は不明である。
<展示作品〉
仏坐像(触地印) (写真 1)⑥ 
マンダレ一様式
19世紀
ブロンス
MA 6210 
コンパウン時代後期に制作された典型的なマンダレー様式の仏像、足の両脇に垂
れ下がった衣に特徴があり (cf.McGill (ed.) 2009: 76)、中国からの影響を考えて
もよし、かもしれない。
宝冠仏坐像(触地印) (写真 2)
シャン様式
19世紀
ブロンズ
〔台座に碑銘〕
MA 6211 
Jambupati型式⑤の宝冠仏であるが、ややユーモラスな顔立ち、ス トゥーパ様の頭
頂を持つ宝冠、細身の体躯などに特徴がある。宝冠の葉状突起および両側に張り
出した火焔状のフランジは、この型式のものでは簡素である。台座の碑銘によれ
ば、ビ、ルマ暦 1234(1872) ?年の作成。
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宝冠仏坐像(触地印) (写真 3)
シャン様式
18・19世紀
木漆・塗金
MA4892 
典型的なJambupati型式の宝冠仏。宝冠の葉状突起も大きく、両側の火焔状のフラ
ンジも立派である。また、頭部の比率が大きいのも特徴の一つで、ある。
仏立像(写真 4)
パガン様式
12世紀?
ブロンズ
パガン遺跡を代表するアーナンダ寺院の四仏を初梯とさせる、パガン時代前期の
様式を伝える仏陀立像。東インド ・パーラ朝の仏像の様式の影響を強く受けてお
り、螺髪と肉警およびその上に蓮の膏のような突起が見られ、顔は丸顔に近く、
逆八字の眉、視線を下に落とした限、肩につかんとする長い耳菜などの特徴を持
つ。また、衣も薄く、衣紋線はほとんど描かれず、足首の少し上まで垂れた衣の
裾は波形になって左右に広がっている。
宝冠仏坐像(触地印) (写真 5)
ピルマ様式
15・16世紀
ブロンズ漆 ・塗金
MA 5659 
宝冠の葉状突起および長い耳菜の先のイヤリングの円盤状のロゼットが特徴的で
ある。 Jambupati型式というよりは、明の影響を強く受けていると Gutmanが考え
るアラカンの宝冠仏(永楽様式YongleStyle、cf.Gutman 2001:146・153)との類似を
考えたほうがよし、かもしれない。なお、宝冠とイヤリングを除けば、どの様式の
宝冠仏でも見られる豪華な首飾りなどの装飾品が見当たらず、 着衣も偏祖右肩の
衣のみとなっていることにも注目すべきである。
宝冠仏立像(写真 6)
ビノレマ ・ポス トパガン時代
14世紀
木漆 ・塗金
一 3一
(H.1.87m; W.0.50m; D.0.25mJ 
MA3795 (Beguin 1992: 84-85; Musee National des Arts Asiatiques -Guimet 2001: 70) 
パガン時代後期の諸仏像の特徴を受け継いだ宝冠仏。王冠の細長い花弁状の突起
や両側に飛び出た渦巻き状の花綱については東インドのパーラ朝美術の影響、胸
のネックレスや腕輪 ・脚輪、 ベルトなどはクメール美術の影響が指摘されている
(Musee National des Arts Asiatiques -Guimet 2001: 70)。
ケ・ブランリ美術館Museedu quai Branly (1 ¥リ)btto://www.auaibranlv.fr/ 
2006年に開館した、西欧文明とは異なる諸文明や少数民族の文化を紹介する美術館で、
ノレーブ、ノレ美術館の原始美術部門および国立人類博物館の民族学資料、国立アフリカ ・オセ
アニア美術館の民族美術コレクションなど 35万点の所蔵資料を誇る。そのうち、 3500点あ
まりが、オセアニア、アジア、アフリカ、アメリカの4部門に分かれた常設展示室に展示
されている。["現代のアジアに息づく民俗をとらえるというコンセプト」での展示である
ので、ミャンマ一関係の資料も、漆塗りのキンマ入れ (写真7)などの工芸品や竹かご (写
真 8)などの民俗資料のみである。
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<オランダ〉
国立民族学博物館RijksmuseumVolkenkunde Leiden⑥(ライデン)http://volk印刷nde.nl/
江戸末期の工芸品や民芸品を集めたシーボルト ・コレクションを所蔵していることで有
名であるが、かつて植民地であったインドネシアなど、世界各地の民族資料の豊富なコレ
クションを誇る。図書6万冊あまりを含めて総計20数万点にのぼる資料のデータベースは
公開されており (2013.2.28時点では 230，439点) (htto:/www.volkenkunde.nl/collections/、
図書は http://www.volkenkunde.nl/rmvbooks/)、そのうちピノレマ関係のものは図書を除けば、
218点あり、多くは現代の民俗資料である。
東南アジア関係の展示は、一階左のアジア室、右のインドネシア室に分かれて展示され
ている。ビルマ関係は、古典期の彫刻、遺物を並べたアジア室の一角に、インド、インド
ネシアなどの優品とともに 2点の展示があった。配列は、基本的には、宗教別、時代別の
配置で行われている。
<展示作品〉
宝冠仏坐像(触地印) (写真 9)
マンダレ一様式、 19・20世紀
木漆彩画
4692-1 
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ギメの写真 3同様、典型的な Jambupati型式の宝冠仏。宝冠の葉状突起も大きく、
両側の火焔状のフランジも立派で、ある。また、頭部の比率が大きいのも特徴の一
つである。
場仏(説法印・蓮華座) (写真 10)
ヒ。ュ一時代
A.D.700-1000 
テラコッタ
B79-205 
出土地などは不明であるが、両脇にストヮーパ、蓮華座の左右に vyala、象、マカ
ラを配置するなど、ピューの埼仏の典型的特徴を備えている。
アムステルダム国立美術館TheRijksmuseum， Amsterdam⑦ https://www.rijksmuseum.nl/ 
10年近く改修工事中で、 2013年4月に再オープンの予定。現在は、フィリップス棟で 17
世紀のオランダ絵画を中心と したヨーロッパ美術の展示のみである。 8，000点近くのアジ
ア ・コレクションが新しいアジア館でどのように展示されるかは、不明。ホームページ上
(httns://www.riilωmuseum.nl/en/exnlore-the-collection/works-of-art/asian-art)には、アジ
ア美術の優品が 50点ほど紹介されているが、その中にはピルマ美術の作品は含まれず、ま
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た、公開されている所蔵品のデータベース(現時点では総数283，376点)でヒットしたピ
ルマ関係の資料は、写真、絵画資料、工芸品のみで、古典期の作品は見あたらなかった。
熱帯博物館Tropenmuseum⑧ (アムステルダム) http://www.tropenmuseum.nl/ 
7 
1871年に公開されたハーレムの植民地
博物館、その継承組織である植民地研究所
(1910)、東イン ド研究所 (1945)を前身
とする王立熱帯研究所 Koninklijklnstituut 
voor de Tropen (1949)の附属施設である博
物館のコレクションは、蘭領東インド(イ
ンドネシア)をはじめとする植民地の民族
資料を中心としつつアフリカやラテンア
メリカの資料を拡充してきた。
東南アジア関係コレクションは、左の
図 (Scholvinckand Oele 2009: 28より)の
ように、象徴 Symbols、伝統文化 Traditional
Cultures、新しい概念 Newldeas、アイデン
ティティ ldentityの四つのテーマに分けて
i展示されており、古典期の美術作品の多く
は“Newldeas"のコーナーにインドネシア
の優品を主体に展示されている。ビルマ関係の展示は、現時点では見られない。
熱帯博物館のコレクションは、総数 34万点以上、そのうち、作品が 175，000、写真資料
絵画 ・文書資料が 10，000点あり、公開されているデータベースの検索
ビ、ルマ関係の作品は 234点、写真
155，000、
http://colectie.tropenmuseum.nlldefault.aspx?lang=enでは、
資料は200点あるが、古典期のものは含まれていない。
カミ
くドイツ〉
ベルリン国立博物館アジア美術館Museumfur Asiatische Kunst ， Staatliche Museen zu 
Berlin⑨ http://www.smb.museum/smb/sammlungen/details.php?objID=l2904&lang=en 
←(美術館パンフより)
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ションとあわせて、世界の諸文化が一堂に会することとなった。
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インド ・東南アジア展示 (Weis(ed.) 2000より)
アジア美術館の所蔵品のうち、
2万点にのぼる、南アジア、東南ア
ジア、中央アジア(シルクロード)
の各コレクションから、 400点あま
りの作品が選ばれ、左図のように
'j配置されている。その白眉は ト
ノレ ルファン ・コレクションと呼ばれ
-ー
‘ 
る、 1902年から 1914年にかけて行
われたグリュンヴ、ェーデルAlbert
Grunwedel、ノレ・コ ック Albertvon Le 
Coqらのドイツ(プロシア)・シノレ
クロード探検隊がもたらした中央
アジア美術の諸作品で、オリジナ
1ルの壁画を用いたクチャ第 123窟
の復元やその他の壁画、彫刻群で
ある。
そして、それらを取り囲むように、
インド古代、中世のヒンドゥ一、
仏教彫刻、ブロンズ像、イスラム
時代のミニアチュールなどが展示
されている。
東南アジア美術の優品は、奥の中
二階の部分に、各国数点ずつの展
示となっており、なかでも、古代
ジャワのブロンズ仏像、カンボジ
アのアンコール時代のブロンズ像やタイの先史時代のパンチェン陶などが重要である。
ピルマ関係のものは、漆塗りの経典 (写真 11)のほか、 13世紀末 (1274AD) に完成し
たと伝えられるミンガラーゼーディ一Mingala-zediパゴダ(写真 12，13)の基壇(写真 14，15) 
に埋め込まれていたジャータカの施紬レリーフ板4点 (写真 16)が展示されている。
また、第二次世界大戦で失われたインド ・東南アジア ・シルクロード美術コレクション
のうち、連合軍に接収されたものは 1956/57年に返還され、ソ連軍が持ち帰ったものも 1978
年には東ドイツに、そして東西統一後はベルリンに帰ってきたが、いまだに行方不明もし
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くは破壊されてしまったものは、目録番号で 2，100件(同一番号で数点以上含むものも多
し、)以上といわれている(同館ホームページおよびStaatlicheMuseen zu Berlin 2002) 0 2002 
年には、サント ・ベテルベルグのエルミタージュ博物館の倉庫から失われたとされるコレ
クションの 20パーセント近くが発見されたと言われているが、詳細は不明である。
なお、アジア美術館を含むベルリン国立博物館群のコレクションのうち、 9万 5千点あま
りのデータベース
(11tto://www.smb-digital.de/eMuseumPlus?service=Externallnterface&module=collection&modul 
eFunction=search)が公開されているが、ピノレマ関係でヒットするのは、 552点の写真資料、
民俗資料(民族学博物館所蔵)のみで、現時点では、アジア美術館の展示品すら登録され
ていないようである。
<展示作品〉
ジャータカ陶板(写真 17)
パガン
13世紀
テラコッタ施紬
32.0 * 38.0 cm 
11407 
(No.8: Gamani JatakaJ 
パガン時代末期のナラティーハパテ王(1254?・87AD)が 1268・74年に建立したと
される仏塔ミンガラーゼーディーの基壇には、ジャータカの各編を一話一枚に表
現したレリーフ板が 547枚はめ込まれている。インドやほかの東南アジアに残る
ジャータカは全547篇であるが、パガンの仏塔、寺院の基壇のテラコッタ板や寺
院内の壁画のジャータカには、第 497・499篇の 3篇を加えた全550編のものも多
く存在する (Luce1956、LuPe Win 1966、Bautze-Picron2003)。なぜこの二種類
が同時に存在するのかは未解決の問題であるが、 13世紀末のパゴダにおいてなお
547篇のジャータカが刻まれているということは、 「公式」のヒ、、ルマ仏教史の伝
えるところとは違って、パガン時代の末期になっても仏教が一つに統一されてい
なかったことを示唆していて興味深い。今後は、各パゴダ、寺院の陶板、壁画に
おいて、同一のジャータカがどのような図案、モチーフで表現されているかを細
かく比較検討していく作業が必要になるであろう。
ミンガラーゼーディーの陶板の中でも紬薬の保存状態が良好なこれらの陶板を
インド美術館(アジア美術館)が所蔵するようになった経緯は不明であるが、以
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下に述べるハンブルク民族博物館のコレクション同様、 19世紀末のドイツの探検
隊が持ち帰った可能性が考えられる。
これらの陶板の下部には、ビルマ語(初期のものはモン語)で篇名と番号が書
かれているので、どのジャータカを表現しているかは容易に判断できる。この陶
板は、首領王本生物語(ガーマニ ・ジャータカ GamaniJataka ;第八篇) (南伝
28:272・273;Cowell 1957 1: 29・30)であるが、百人の兄弟の中で最年少であったガ
ーマニ王子が、父王の死後、大臣によって白い天蓋を捧げられ王位に就いた場面、
もしくは、兄王たちに王として認められた場面を表していると思われる。
ジャータカ陶板(写真 18)
パガン
13世紀
テラコッタ施紬
33.0 * 39.0 cm 
11410 
[no.29: Kanha Jataka) 
黒牛本生物語(カンハ・ジャータカ KanhaJataka ;第二九篇) (南伝28:373・377;
Cowell 1957 1: 73-75)。黒牛として生まれた菩薩が、誰も向こう岸まで運ぶこと
のできなかった荷駄を運んで得た千金の包みを、育ての母親である老女に渡す場
面を表現している。
ジャータカ陶板(写真 19)
パガン
13世紀
テラコッタ施粕
28.0 * 32.0 cm 
11457 
No.490: Panchuposatha Jataka 
五者布薩会本生物語(パンチューポーサタ ・ジャータカ PanchuposathaJataka ;第
四九O篇) (南伝 34:335・346;Cowell 1957 lV: 205・210)。陶板に記されているビ
ルマ語の篇名は、 “Chatuposatha"となっている。マガダ国のバラモンの家に生ま
れた菩薩が苦行者として森の中に住んで、いた時、苦行者、鳩、蛇、樹、熊の五者
がそれぞれの理由から布薩upo口adha(説戒・斎)を行っている場面を表現してい
る。ただ、このレリーフでは、本来の話に登場する熊は見当たらず、他の動物(リ
ス? ネズミ? 何かは不明)がいる。
?
?
??
ジャータカ陶板(写真 20)
パガン
13世紀
テラコッタ施紬
28.0 * 32.5 cm 
11463 
(No.269: Sujata JatakaJ 
善生女本生物語(スジャータ ・ジャータカ S可ataJataka ;第二六九篇) (南伝 31:
123・132;Cowell 195711 : 239・242)。党輿Brahmadatta王の王子として生まれた菩
薩が、怒りっぽく粗野で、叱ったり怒鳴ったりする母后を諭すために、青樫鳥(カ
ケス)のうるささに耳をふさぎ、沙羅双樹の木にとまった拘者羅鳥(カッコー)
の美しい音色を歓ぶ人々を例にとって、 三つの偶をもって法を説き納得させた場
面を表している。
ハンブルク民族学博物館Museumfur Volkerkunde Hamburg 
博物学の小コレクションをもとに 1879年に創設されたハンブノレク民族学博物館は、現在
では、 70万点にのぼる民俗資料、映像資料を誇る、ドイツ最大級の博物館となった。特に、
??
歴代の館長が指揮した調査 ・探検隊によって収集された、南海(オセアニア、インドネシ
ア、太平洋)、中央アメリカ、アフリカ関係の資料が豊富で、ある。
南アジア、東南アジア関係では、アジア部門に分類されるインドのヒンドヮー教信仰に
関する民俗資料、ミニアチュール、オセアニア部門に分類されているインドネシアのワヤ
ン(影絵芝居)、パリ文化などの民俗資料が特色あるコレクションである。
ピルマ関係の資料としては、 19世紀末一20世紀初にドイツの Thomannの調査 ・探検隊
が持ち帰ったとされる、パガン時代の仏像、寺院壁画 ( 12~13世紀)のコレクションが有
名である (Thomann1923、Whitebread1971)⑩。
しかし、現在一部改修中ということもあるのか、下図 (2階の展示プランのうち、イン
ドネシア、南海の部分は改修中)のごとく、所蔵品の展示は、東南アジア ・南アジア関係
では、パリ文化の展示のみが行われている。
HERZ OER MAYA 
MASKEN 
OER 
SOOSEE 
1.0G 
(htp:/www.voe1kerlくundemuseum.com/fi1es/museumsp1an20.01.20 12.pdfより)
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く注〉
①本調査は、平成24年度科学研究費補助金「南アジアおよび東南アジアにおけるデーヴアラージ
ャ信仰とその造形に関する基礎的研究J (研究代表:大阪大学・肥塚降)に基づく研究の一部であ
る。
② イギリスの博物館所蔵のビルマ美術については、 Blackbum1994が簡単な リスト化を行っている
が、図版はなく、また、それぞれの詳細は各所蔵先に赴いて調査する必要がある。また、ヴィクト
リア・アルパート美術館の所蔵作品については Lowry1974が、大英|専物館の金銅仏については
Blurton 2002がある。そのほか、仏像集成として、 Karow1991、Hasson1993、Somkiart2007などが
有用である。また、ミャンマーでも、 HtwunHmat Win 1986などの研究があるが、必ずしも網羅的、
体系的ではない。
③ ギメ美術館の全般については、美術館のホームページのほか、秋山光和編 1968、アジア美術コ
レクションの概要については、AsiaHouse Gallery 1974、Beguin1992、MuseeNational des Arts Asiatiques 
-Guimet 2001参照。そのほか、クメール美術のコレクションは Baptisteet Zephir (ed.) 2008、チャン
パ美術についてはBaptisteet Zephir (ed.) 2005、インドネシア関係は LeBonheur 1971を参照。
@展示されていた各作品について、展示パネルの説明を邦訳し、その後に簡単な解説を加える型式
で紹介していくこととする。
@ 通常の仏陀像と異なり王の姿をした仏陀像を、ピルマで、はザブパティ仏と呼んで、きた(原因 2009a、
2009b、Karow1991、Gutman2001)。これとインドの宝冠仏、タイをはじめとする東南アジア、中
国の宝冠仏との比較 (Bautze-Picron2010)は、仏教文化、 美術の伝播はもちろん、アジア域内にお
ける地域間の交渉を考える上で重要なテーマである。後考を侠ちたい。
⑥ ライデン民族学|専物館のコレクションは、以下に述べるようにオンライン検索が可能である。た
だし、なかには分類段階で不明とされたものや誤って他地域のものとされたものは、当然検索には
ヒットしない。今回、収蔵庫の一部を見せていただいたが、インドネシア・コレクションの中に、
ビ、ルマの仏像が一点紛れ込んで、いるのをたまたま知った。日本関係のコレクションはシーボルト・
コレクションや浮世絵などの目録が発行されているが、東南アジア、もしくはインドネシア関係の
ものをまとめたものはないようである。その巾では、仏教関係の作品を集めた小冊子 Rijksmuseum
voor Volkenkunde， Leiden 1967は、古いが有用である。
⑦ アムステルダム国"{;:美術館のアジア ・コレクションについては、ホームページのほか、 Lunsingh
Scheurleer (ed.) 1985参照.イ ンドネシアのブロンズ像については、 LunsinghScheurleer & Klokke 1988 
を参照。
③熱帯博物館の概要は、 Scholvinckand Oele 2009が詳しい。また、そのインドネシア・コレク ショ
ンについては、 TheAsia Institute 1948、Legene& van Dijk 2011、vanDijk & Wimo Ambala Bayang2012 
参照。
⑨ アジア美術館のインド、東南アジア、シルクロード美術のコレクションとその展示品の解説につ
いては、 Weis(ed.) 2000およびYaldizea al2000参照。第二次世界大戦中の戦闘および戦後の混乱の
巾で失われたか行方不明になったものについては、 StaatlicheMuseen zu Berlin 2002がリス ト化し、
一部は写実も掲載している。
? ?
⑩同博物館のコレクションの存在は、東京外国語大学大学院生寺井淳一氏の教示による。記して感
謝する。また、ピルマ ・コレクションの簡単な紹介は、同館のホームページにも掲載されている
(http:/www.voelkerkundemuseum.com/92・l-Asia.html)。
?， ?
